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This paper is a report of 8th Visual Information Processing Camp. This camp was held from 21st till 23rd of September 2008. 
Voluntary students planed and managed this camp. The purpose of this camp is to make up the network and to make the 
discussion between students from different university. The topic of this camp was poster session, oral session, recreation and 
get-together party. The new attempts were a pre-communication used Social Networking Service and an English session 
drinking. As the result, from the answer of questionnaire, 91% participants were satisfied. 
 
1 はじめに 

















本年度は 2 泊 3 日の日程で開催された．合宿の日程
を表 1 に示す．参加者は全国から集まり，教員 5 名，
学生 88 名，OB2 名の合計 95 名が合宿に参加した．参
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表 1 本合宿の日程 
 9 月 21 日 9 月 22 日 9 月 23 日
7:30-9:00  朝食 朝食 
9:00-12:00  ポスター
発表 登壇発表
12:00-13:00  昼食  
13:00-14:00 受付  






17:00-18:30 入浴 入浴  





表 2 参加者の所属別人数 
所属 教員 学生 その他
岩手県立大学 1 9  
お茶の水女子大学  13  
慶應義塾大学  7  
静岡大学 1 3  
東京大学 2 14  
東京電機大学 1 12  
東京農工大学  7  
豊橋技科大学  8  
広島大学  3  
早稲田大学  6  
企業   2 

































図 1 参加者の集合写真 

























とも 1 セッションを準備 5 分，発表 50 分，片付け 5
























図 2 ポスター発表 図 3 英語セッション 図 4 登壇発表 
 
図 5 SNS メンバページ  図 6 レクリエーション 図 7 懇親会 
 














以下の 8 名で，2007 年 11 月に発足した． 
・ 杉本 憲治郎（早稲田大学，代表） 
・ 津郷 晶也（広島大学，副代表） 
・ 長崎 あずさ（お茶の水女子大学） 
・ 堀辺 宏美（お茶の水女子大学） 
・ 畑中 佑規（豊橋技科大学） 
・ 土井 千章（慶應義塾大学） 
・ 大鳥井 雄（早稲田大学） 







































































































































[9] “ ド ッ ヂ ビ ー 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ ”：
http://www.dbj.gr.jp/ 
[10] “Google グループ”：http://groups.google.co.jp/ 
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別表 A アンケート結果 
 
学生対象 
A) SNS の使いやすさはどうでしたか． 
・ mixi と類似しているために使いやすかった 
・ ENGLISH PLUS! 
B) SNS の機能を十分に活用することができましたか． 
・ 全体の更新が少なかった． 
・ 事前のやりとりで交流を深めることができなかった 
C) 昨年利用した ML に比べ，SNS での連絡・準備はどうでしたか．






















・ 有意義な 3 日間だった． 
・ 発表がうまくできなかったことが心残りでした． 
 







































肯定 やや肯定 やや否定 否定
 
